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新増設申込における電流監視装置付ブレーカーの取り扱いについて 

 

拝啓 貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は弊社事業に格別のご理解を

賜り， 厚く御礼申し上げます。  

近年，電流監視装置付ブレーカー（以下，電子ブレーカーという。）の特性（※）による

当社引込線の溶断により停電やちらつきが発生しております。 

そのため，新増設申込において，主開閉器に電子ブレーカーを取り付けする場合について

は，電子ブレーカーの電流特性を加味した設備構築を行います。 

つきましては，2026 年 10 月 21 日からの申込受付分より減設申込も含めた主開閉器とし

て電子ブレーカーを取り付けするすべての申込について，一般設計とさせていただきます

ので，送電までにお時間をいただく可能性がありますこと予めご了承いただきますようお

願い申し上げます。 

 

※ 電子ブレーカーの特性 

・ 配線用遮断器の特性が，JIS 規格における動作時間の限度範囲を最大限活用できるよ

う，電子制御により遮断する配線用遮断器である。 

・ 表示されている定格電流を上回る通電・遮断性能を持った遮断器を内蔵している。 

・ 動作時間内に電流値が規定値を一度下回ると，動作時間のカウントがリセットされる。 

 

以上の特徴より，従来の配線用遮断器遮断動作は熱量に連動していたが，電子ブレーカ

ーではこれによらず，JIS規格で規定される範囲内で，定格電流を上回る電流が断続的に

流れる場合がある。 

 

以上 


